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（韮崎市市長）
内 藤 久 夫
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（笛吹市市長）
山 下 政 樹
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（中央市市長）
田 中 久 雄
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（学識経験者）
渡 邊 祥 司
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（甲斐市市長）
保 坂 　 武
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（都留市市長）
堀 内 富 久

�g�y�Ä
（北杜市市長）
渡 辺 英 子

�g�y�Ä
笛吹川沿岸土地改良区理事長

（山梨市市長）
高 木 晴 雄

�g�y�Ä
（甲州市市長）

鈴 木 幹 夫【新任】

�g�y�Ä
（南部町町長）
佐 野 和 広

�g�y�Ä
（富士川町町長）
志 村  学

�g�y�Ä
（小菅村村長）
舩 木 直 美
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（上野原土地改良区理事長）

奈 良 明 彦

���y�Ä
（楯無堰土地改良区理事長）

今 村 正 城

���y�Ä
（徳島堰土地改良区理事長）

藤 原 芳 洋
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今年で完成から350年を迎え、現在も広大な農地

を潤す「徳島堰
せぎ

」の歴史を語り継ぐとともに、先人の

苦労の上に成り立つ豊かな農地や農文化をどのよう

に未来へ継承していくかを考えるシンポジウム「やま

なし農業・農村シンポジウム　2020語り部交流会 in

やまなし」を1月18日（土）、韮崎市の東京エレク

トロン韮崎文化ホールで開催し、農業関係者など約

600人が参加した。

本語り部交流会は、現在も地域の農業生産に重要

な役割を果たしている農業用水である「徳島堰
せぎ

」をは

じめ、身近な用水路についての歴史を知り、先人が築

いてきた土地改良施設や農地を有する農村の豊かさ

を再発見することで、農業・農村を地域ぐるみで未来

へつないでいくことを目的に開催した。

まず、「語り部・かたりすと」としてご活躍されて

いる平野啓子氏より、『伝えたい「徳島堰
せぎ

」の今と昔』

と題した語りが披露された。語りでは、地域に伝わる

水に関する伝承や信仰の紹介から始まり、江戸時代の

徳嶋兵
ひょう

左
ざ

衛
え

門
もん

による「徳島堰
せぎ

」の開削、そして戦後

の釜
かま

無
なし

川
がわ

右岸土地改良事業に至るまで、徳島堰を中

心とした地域の水と農業の歴史について語っていただ

いた。

続いて、講演では中央大学文学部の西川広平准教

授より『「水利」を「推理」　やまなし用水路紀行』と

題し、現地を歩き解明した鎌倉・室町時代に遡る用水

路の歴史や、山梨で育まれた鉱山技術が江戸時代に

山梨内外の用水路の開削に反映された足跡などを紹

介していただいた。

最後に、平野氏をコーディネーターとして迎え、講

演をしていただいた西川准教授、徳島堰の恩恵を受け

る果樹農園の経営者　中込一憲氏、徳島堰土地改良

区理事長　藤原芳洋氏、農林水産省農村振興局次長　

奥田透氏の４名によるパネルディスカッションを開催

した。深刻な担い手不足に直面する中で、先人が苦労

して築き上げた豊かな農地や農文化をどのようにして

未来へつないでいくのかについて、それぞれのパネリ

ストからご自身の見識に基づく提言をいただいた。

今回のシンポジウムを踏まえ、山梨県では、貴重な

地域資源である土地改良施設とその歴史を次世代へ

継承するとともに、地域活性化や農業の成長産業化に

活かしていきたいと考えている。
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西川准教授による講演

パネルディスカッション

平野氏による語り

第 12 回 山梨農業・農村シンポジウム

2020 語り部交流会 in やまなし
水が切り開いた潤いの里　未来へつなぐその豊かな農文化
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山梨県農政部人事
　令和2年4月1日付、県職員人事異動が発令されました。
　農政部及び、各農務事務所の幹部職員は次のとおりです。

農政部
　　　　部　長	 	 	 坂内　啓二
　　　　理　事	 	 	 清水　一也
　　　　理　事（山梨土地連）	 八巻　武正
　　　　次　長	 	 	 大久保雅直
　　　　技　監	 	 	 安藤　隆夫
　　　　技　監	 	 	 中村　　毅
　　　　技　監	 	 	 武井　和人
　　　　企画調整主幹	 	 馬場　信吾
　　　　部付主幹		 	 岩間　　浩
　　　　部付主幹		 	 保延　宏治
　　　　部付主幹（農業振興公社）	 雨宮　真一

農政総務課
　　　　課　長	 三井　　一
　　　　部付主幹（総括課長補佐）	 北村　　徹
　　　　農政企画監	 田邉　善雄
　　　　指導検査監	 新井　康友
　　　　政策企画監 ( 課長補佐 ) 	 久保島　宏
　　　　課長補佐	 對木　啓介
　　　　課長補佐	 熊王　広之
　　　　課長補佐	 穴水　弘晃

農村振興課
　　　　課　長	 小林　敏樹
　　　　課長補佐	 斉藤　和司
　　　　課長補佐	 水上　泰彦
　　　　課長補佐	 五味亜矢子
　　　　課長補佐	 松川　	 勉

担い手・農地対策課
　　　　課　長	 勝俣　匡章
　　　　課長補佐	 小林　賢也
　　　　課長補佐	 細川　洋一
　　　　課長補佐	 佐々木　斉
　　　　課長補佐	 山本　裕之

耕地課
　　　　課　長	 	 	 茂手木　知
　　　　総括課長補佐	 	 林　　美保
　　　　技術指導監	 	 藤巻　慎司
　　　　課長補佐		 	 高瀬　　建
　　　　課長補佐		 	 小林　夕介
　　　　課長補佐		 	 岡田　豊輝

中北農務事務所
　　　　所　長	 山田　英樹
　　　　次長（事）	 野田　昌幸
　　　　次長（技）	 塩崎　欽哉
　　　　担い手対策幹	 鈴木　幾雄
　　　　農村整備振興幹	 山本　林仁
　　　　工事施工管理幹	 古屋　　勝

峡東農務事務所
　　　　所　長	 上野　公紀
　　　　次長（事）	 上野　良知
　　　　次長（技）	 古屋　　泉
　　　　担い手対策幹	 須田　寿一
　　　　農村整備振興幹	 原田　　武
　　　　工事施工管理幹	 青柳　謹吾

峡南農務事務所
　　　　所　長　		 	 千野　浩二
　　　　次長（事）	 	 佐藤　　治
　　　　次長（農村整備振興幹事務取扱）
	 	 	 	 望月　　修
　　　　担い手対策幹	 	 上野　俊人
　　　　工事施工管理幹	 	 福田　克也

富士・東部農務事務所
　　　　所　長	 	 	 渡辺　　茂
　　　　次長（事）	 	 落合　清司
　　　　次長（技）兼担い手対策幹	 向山　一弘
　　　　農村整備振興幹	 	 向山　直樹
　　　　工事施工管理幹	 	 丸山　　誠

退職者
　令和元年度をもちまして退職された方々です。

《農政部関係》　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　山梨県農政部副参事	 福島　一郎
　　　　富士東部農務事務所長	 塩入　　栄
　　　　山梨県出納局
　　　　工事検査課　工事検査監	 小倉　隆宏

《土地連関係》　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　事業部専門員	 	 髙橋　一郎

■令和 2 年度人事



77

山梨の土地改良 VOL.175
発行： 令和 2年 4月

発行者： 山梨県土地改良事業団体連合会
〒 400-8587 山梨県甲府市蓬沢１丁目15番35号  自治会館５階
TEL 055-235-3653  FAX 055-228-8174
URL：http ://www.yamanashi -doren.or. jp
E-mai l：syomu@yamanashi -doren.or. jp

監事会

総括監事

総務課

総務・契約担当

理事会

総　会

会　長

  

  

事業第一担当

事業課

事業第二担当

受益農地管理強化委員会

管理運営体制強化委員会

事業第三担当

部　長　　堀口　徹

課　長　　萩原丈巳

リーダー  橘田昌裕

主　任

主　事
専門員　　

松下真悠子
（育児休暇）
大柴英理香
保坂　衛

事業第一課長　清水道浩 事業第二課長　五味　司

課長補佐
リーダー
　

降旗 宏至

主　任　　秋山真吾
技　師　　前田祐希
専門員　　竹川史人

　
　

リーダー　　水川 一成

技　師　　中澤大輔
技　師　　山本英希
専門員　　根岸利文

課長補佐
リーダー　窪田昌幸

河野英司

主　任　　中山伊智郎
技　師　　樋川悠作

事業第四担当

リーダー　熊王広幸

技　師　　竹田圭佑
技　師　　新津裕隆

部　長　　清水浩樹

  担　当　　指導監

  担　当　　指導監

　

総務部

  

事業部

部　長　　堀口　徹 部　長　　清水浩樹

指導監　　深澤雅志
　（企画調整監兼務）

（総務部長事務取扱）

　

副会長

専務理事 渡邊祥司

参事 八巻武正

事務局長 堀口　徹

山梨県土地改良事業団体連合会  機構図 令和 2 年 4 月 1 日 現在

行事予定表

　　   ７/ １０	 土地改良区等役職員研修
　　１０/１４	 第４３回全国土地改良大会群馬大会
	 	 （Ｇメッセ群馬）

農 業 農 村 整 備 事
業 は、 山 梨 県 土
地 改 良 事 業 団 体
連合会へ

● 調査設計・測量
● 換地確定測量
● 農業集落排水事業
● 水土里情報システム

表紙の写真は、第 13 回やまなし農村風景写真コンクール入賞作品を使用しております。


